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研 究 主 題

主体 的に考え、判断 し、行動で きる生徒 を育 てる特別活動 の指 導の工夫

1主 題設定の理由

今 後 の社 会 は、 国 際 化 、 情 報 化 、科 学 技 術 の 高 度 化 な どが 一 層 進 展 し、 これ まで以 上に 変 化

の激 しい、 先 行 き不 透 明 な 時代 で あ る と考 え られ る。 この よ うな社 会 を生 きて い く子供 に と っ

て は、 社 会 の変 化 に主 体 的 に対 応 し、 自 己実 現 を図 って生 きて い くこ とが で き る意 欲 や 態 度 を

身 に付 け る こ とが 重 要 で あ る。

しか し、 現 在 の 中 学 生 は、 「自主性 に欠 け る」 「自己 中心 的 で あ る」 な どの傾 向 が あ り、 また、

「同 質 に と らわ れ る社 会」 にお い て 、 「み ん な と同 じで いた い 」 こ とを求 あ る心 情 が、 生 徒 の間

に も存 在 す る ことが 指 摘 さ れて い る。 こ う した 生 徒 を か か え て い る学 校 も画 一 的 で知 識 注 入 型

の 指 導 か ら、 生 徒 の個 性 や よ さを生 か す指 導 へ 転 換 しきれ て い な い のが 実 情 で あ る。

そ こで、 学 習 活 動 の質 的転 換 を 図 り、 生 徒 が 主 体 的 に判 断 し、 行 動 し、 様 々 な 問題 を よ り よ

く解 決 で き る資 質 や能 力 を育 て て い くこ とが 、 学 校 に課 せ られ た重 要 な課 題 とな って い る。 ま

た、 この こ と は同時 に 、生 徒 の主 体 的 な活 動 に向 け て の教 師 の支 援 の在 り方 を創 造 す る こ とが

求 め られ て い る と 言え る。

この 課 題 の 解決 を 図 る た め、 研 究 主 題 を 「主 体 的 に考 え、 判 断 し、 行 動 で き る生 徒 を育 て る

特 別 活 動 の工 夫 」 と し、 学 級 活 動 と生 徒 会 活 動 の研 究 実 践 か ら本 主 題 の解 決 に迫 った。

II第1分 科会

副主題 「広 い視野に立 ち、主体的かつ柔軟 に生 き方 を考え る生徒 を育 て る学級 活動 の工 夫」

1副 主 題設 定 の理 由

学 級 活 動 で は、 生 徒 の 主 体 的 な活 動 が 中心 とな って展 開 され て い くこ とが 大 切 で あ る。 しか

し、 進 路 に関 す る活 動 に お いて は、 知 識 や情 報 の提 供 を 中心 と した 教 師 主 導 の 学 習 に陥 って い

る場 合 が 多 く、 生 徒 自身 が具 体 的 に 内容 や 方法 を 考 え 、 実 践 す る と い う活 動 が 少 な くな って い

る。

現 在 の進 路 に関 わ る学 習 の状 況 を 見 る と、 「進 路 一進 学 』 と と らえ て い る生 徒 が 多 く、広 い

視 野 に立 った 目的意 識 や 自己理 解 に基 づ いて 、 自 己の 個 性 や よ さ を生 か す進 路 選 択 にな って い

な い傾 向 が あ る。 す な わ ち 、 「将 来 、 ど ん な職 業 に就 い て 、 どん な 生 き方 を す る の か 」 と い う

長 期 的 展 望 を もち 、 そ の 実 現 に向 けて 努 力 して い く姿 勢 が身 に付 い て い な い生 徒 が 多 い。 この

こ とか ら、 中学 校 段 階 で 自 らの 生 き方 につ い て の 自覚 を深 め、 困難 に く じけ る こ と な く、 意 欲

的 に生 きて い く生 徒 を 育 て る ことが 大 切 と考 え られ る。

そ こで本 分 科 会 で は、 進 路 の選 択 や人 間 の生 き方 に か か わ る学 習 を 、 一 人 一 人 の生 徒 が 自 ら

の課 題 と して 受 け 止 あ、 積 極 的 に取 り組 ん で い く姿 勢 を も たせ る ため に、生 徒 が 主体 的 に考え、

判断 し、行 動 で き る活動 を多 く取 り入 れ るな どのrl夫 が必要 で あ る と考 え、 本 副 主題 を設 定 した。
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2研 究 の内容

(1)研 究構 想図

主 題

主体的に考え、判断し、行動できる生徒を育てる特別活動の指導の工夫

生徒 の現状 と課 題

・社会の変化を敏感に受け止めるこ

とができる

・成績中心 の進路選択に陥 っている

・進路選択 に向けて自ら考え、実践

する姿勢が身に付いてない

教師側の現状 と課題

・知識や情報の提供を中心 とした教

師主導の進路指導 になりがちであ

る

・生徒が意欲的に活動できる指導、

援助の工夫が必要である

副 主 題

広 い視野 に立ち、主体的かっ柔軟に生 き方を考える生徒を育てる学級活動の工夫

仮 説

生徒の興味 ・関心、疑問点などにっいて、生徒集団の自主的活動を積極的に取 り入れた

進路学習の工夫をすれば、主体的かっ柔軟に生 き方を考える姿勢をもった生徒を育てるこ

とがで きるであろう

研 究 内容 ・方 法

(1)研 究構想図の作成

(2)進 路の学習に関するアンケー トの実施

(3)授 業研究

実践① 「ア ンケー ト調査を生か した進路学習」の実践

実践② 「劇を取 り入れた進路学習」の実践

(2)進 路の学習 に関するア ンケ ー ト調査

① ね らい

今 まで の学 習 して きた進路学習 において、生徒 が どの よ うな項 目に興味 や関心 を示 し、 ま

た、今後 の進路 を考 えた とき、 どのよ うな不安 や悩 みを もって いるか にっいて ア ンケー ト調

査 を実施 し、生徒 の実態 把握 を行 った。

② 対象生徒6校746名 第3学 年

③ 内容及 び結果

調査内容 は、 中学 三年 生 まで に行 って きた進路学習 の内容 にっ いて の9項 目と、 これか ら

の進路 につ いての不安 な ど1項 目で行 った。

「学習 した%」 は、対 象生徒 に対 して実際活動 を行 った生 徒の割合

グラフ内の数字(%)は それぞれの活動 を学級活動等で 「学習 した生徒」を100%と した数値
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囲味 あ っナ(%) ふつ う(%) 興味はない(%)
〈グ ラ フの 内容 〉

ア 職業調 べ

(学習 した

イ 職場訪 問

(学習 した

93.0%) 一
64.2%)

ウ 自分 の 長 所

(学 習 した72.6%)F

エ 自分 の将 来 の夢

(学 習 した ・.%)

オ 職 業 適 性 検 査 欝

(学 習 した46.0%)

カ ヒ級学 校調 べ ・高 等学 校 ………

(学 習 した90.0%)

キ 上 級 学 校 調 べ ・高 等 専 門 学 校 …

(学 習 した66.0%)

ク 上 級 学 校 調 べ ・専 修 学 校 ………

(学 習 した67.2%)
吻

ヶ 上級学校訪問

(学習 した844%)

252罷 ・11 .・

難1鱒::':'・'・'…514::… …:… ・
15.9

一
コ これ か らの進 路 で 不安 が あ り ます か。 あ る(82.8%)な い(17.2%)

サ 「あ る」 と答 え た生 徒 の 不 安(複 数 回 答 、 数 値 は%)

㈲ 成 績 の こと(78.4)(イ)勉 強 の仕 方 の こと(54.1)(ウ)健 康 の こ と(12.9)

ω 進 路 の経 済 的 な こ と(10.1)㈲ 進 路 で 家 の人 と意 見 が 合 わ な い こと(11.4)・

(カ)ど の よ うな進 路 を選 ん だ ら良 い か迷 って い る こ と(29.9)(キ 〉 そ の他(8.7)

シ 進 学 の 目的(複 数 回 答 、 数 値 は%)

ω 教 養 を 高 め た い か ら(26.9)(イ)大 学 へ進 み た い か ら(36.1)

(ウ)将 来 の仕 事 に役 立っ知 識 ・技 術 を 身 に っ け た い か ら(43.4)

口 高 校 な ど出 た 方 が就 職 に有 利 だ と思 うか ら(30.0)㈲ 先 生 が勧 め るか ら(0.7)

(カ)両 親 な ど家族 の 者 が勧 め るか ら(5.5)(キ)友 人 や先 輩 が勧 め るか ら(7.7)

(ク)み ん なが 行 くか ら(11.7)(ケ)た だ な ん とな く と りあ えず(14.9)(コ)そ の他(11.8)

④ 考 察

この ア ンケ ー トか ら、 生 徒 の興 味 や関 心 が 高 校 進 学 に か か わ る 内容 に偏 って い る こ とが わ

か り、 「進 路=進 学 」 と い う考 え方 が 見 られ る。 ま た、 明 確 な 目的 意 識 を もた ず に 高 校 進 学

を考 え て い る生 徒 も見 られ る。 そ の一 方 で 自分 の生 き方 に っ い て高 い関 心 を も って い る生 徒

は多 く、 ま た不 安 を抱 い て い る生 徒 も多 い。

この こ とか ら進 路 に 関 す る不 安 や悩 み を 自 ら解 決 させ、 将 来 を 見通 した視 野 の広 い進 路 選

択 能 力 を 身 に付 け させ る進 路 指 導 を進 め て行 く必 要 が あ る こ とが わ か る。
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(3)授 業研 究 写

実 践 例① 「ア ンケ ー ト調 査 を 生 か した進 路 学 習 」

[本 研 究 の ね らい]

進 路 に関 す る ア ンケ ー ト調 査 か ら、 生 徒 が お互 い の興 味 ・関 心 、 不安 や悩 み を 知 り、 課 題

を選 択 し、 調 査 研 究 して い く こ とに よ って進 路 学 習 へ の意 識 を 高 め 、 主体 的 に考 え る生 徒 を

育 成 す る。

① 指 導 計 画

ア 題 材 名 第 三 学 年 「よ りよ い進 路 選 択 を す るた め に」

イ 題 材 設 定 の理 由

三 年 生 と い う時 期 、 目先 の進 路 を選 択 す る こ とに気 を奪 わ れ て 、 将 来 を 見据 え た進 路

の適 切 な選 択 をす る こ とが で きな い こ と もあ る。 そ こで 、 現 在 の 自分 の興 味 ・関 心 、 不

安 や 悩 み を 自 らの力 で主 体 的 に考 え、 解 決 し、取 り組 ん で い け る よ うにす る こ とが大 切

で あ る と考 え た。 そ こで、 学 級 とい う集 団 を通 し、 そ れ ぞ れ が もっ 進 路 に関 す る興 味 ・

関 心 を深 め、 ま た、 不 安 や悩 み を解 決 す る方 法 を学 び あ うこ と で適 切 な進 路 選 択 が行 わ

れ る の で は な い か と考 え、 本 題 材 を設 定 した。

ウ 指 導 の ね らい

㈲ ア ンケ ー ト調 査 か ら、 進 路 選 択 に関 す る不 安 や 悩 み 、 興 味 ・関 心 を誰 もが も って い

る こ とを知 り、 そ れ を 自 らの 力 で主 体 的 に考 え 、 解 決 しよ う とす る態 度 を育 て る。

ω 他 の班 の発 表 か ら、 い ろい ろな進 路 選 択 の 方 法 や 考 え方 が あ ること を理 解 す るな ど、

学 級 で の集 団 活 動 を生 か して 取 り組 む こ と に よ って 、 協 力 す る こ とを学 ぶ。

エ 指 導 の過 程

(第 一 時)・ 進 路 に 関 す る ア ンケ ー トを 実 施 し、 そ の集 計 結 果 を も とに、 生 徒 に感想 や気

付 い た こ とを 発 表 させ る。

・班 ご とに ア ンケ ー トの ど の部 分 を と りあ げ て研 究 す るか を決 め させ る。

(第 二時)・ 研 究 に つ いて 、 そ の 取 り組 みや 発 表 の方 法 を考 え させ る。

*放 課 後 の 時 間 を 使 い、 各 班 ごと に調 査 ・研 究 ・発 表 の 準 備 を行 う。

*発 表 会 前 に、 発 表 会 用 の冊 子 を配 布 し、 あ らか じめ どの よ うな 発 表 が 行 わ れ

るの か を 把 握 させ 、 質 問 を考 え させ て お く。

(第 三 時)・ 各 班 ご と に発 表 を行 う。

「本 時 」 ・各 班 の 発 表 の感 想 を書 かせ る。

(第 四 時)・ 発 表 会 の 感 想 を各 班 に返 却 し、 そ れを読 ん だ あ との気持 ち、感 想等 を ア ンケー

ト調 査 す る。

オ 本 時 の ね らい

・各 班 の 課 題 につ いて 、 調 査 研 究 の結 果 を発 表 す る。

・他 の 班 の 発 表 を 聞 き、 い ろ い ろ な進 路 選 択 の方 法 や考 え 方 が あ る こと を理 解 す る。

・感 想 を 書 き、 今 後 の進 路 に関 す る意 識 を高 め る。

一5一



力 本時の展開

活 動 内 容 指 導 ・ 援 助 評 価 の 観 点

活 ・あ い さつ ・今 まで の取 り組み を振 ・事前に配布 した冊子の

動 ・本時の活動内容を知 り返 り、本時が和 やか 内容を理解 しているか

の る な雰囲気で進むように ・本時 の内容や ね らいに

開 ・司会が前に出て準備 す るとともに、発表 を つ いて理解 し、活動意

始 する よ く聞 くよ うに させ る 欲がもてたか

活 1司 会 ・発表 会の記 録 カー ドを

・発表の仕方や聞 く態 配布 す る。 そ して、各

動 度について注意をす 班の発表で参考になっ

る た点や、質問 したい こ

の 2各 班より発表 とを書かせる ・活動内容を分か りやす

・各班約5分 く発表できたか

展 3発 表の班への質問 ・発表中に、机間指導を ・他の班の発表を関心を

をする して、 メモの取 り方 を もって聞けたか

開 (約2分) ア ドバ イスす る

ま ・記録 カー ドの記入 ・本時が自分の進路を考 ・各 班の発表を聞 き、 ま

と ・司会 あい さっ え る上で、参考 にな っ とあ られ たか

め ・あ い さつ たか ど うか考え させ る

キ 本 時 の評 価

⇔う 不 安 や悩 み を も って い るの は、 自分 だ け で は な い こ とを理 解 し、 み ん な で 協 力 して

乗 り き る姿 勢 が で きた か。

(-r)こ れ か らの進 路 選 択 に積 極 的 に取 り組 み、 意 欲 を も って 自分 の 目標 を 実 現 して い こ

う とい う気 持 ちが もて た か。

(ウ)主 体 的 に班 活 動 に参 加 で きた か。

ク 事 後 の指 導

・発 表 会 で の感 想 を各 班 に返 し、 他 の生 徒 が どん な考 え を もっ たか を 知 る。 ま た、 今 回

の取 り組 み に つ い て の感 想 ・ア ンケ ー トを と る。
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② 実践の結果

ア 発表会準備 と発表会 の様子

イ

発表会準備(写 真1)

各 班 で ア ンケ ー ト項 目 の 中 か ら、 興 味 の あ る

こ と を調 べ 、 冊 子 を作 る。 そ れ を基 に発 表 会 に

向 けて準備す る。発表方法 は各班 で考 え る。

発表会(写 真2)

(写真1)

芒襯ll総
Ev-Y'

,弾 鵠
{阜,∫ ヒ

班ごとに調べた・とを骸 する。発劾 法は'》

OHP、 模 造 紙 、 ビデ オ な どい ろい ろ工 夫 す る。

発 表 会(写 真3・4)

各 班 の発 表 後 、 質 問 を行 う。 また、 発 表 を 聞

い て そ の感 想 を記 録 カ ー ドに 記入 す る。 そ の 感

想 を各班 に渡 し、 それを読 んだ後 で、全 体 的な

ま とめ の感 想 を書 か せ る。

発表内容

1班 二上級学 校調 べ

2班:高 校 訪問

3班:受 験 生 の 健 康 につ いて

4班 大学 にっ いて

5班 都立 高校調べ

6班 高校 進学 にかか る費用

(生 徒 が 行 った ア ンケ ー ト)

「 … 蘭 徒

1晶 船 及び結果

グラフの内容

ア 職 業調べ

(学 習 した93.z%)

イ 職 場訪問

(学 習 した63R%)

ウrl分 の 艮所

(学 習 した95.6%)

エis分 の将 来の夢

(学 習 した92.0%)

オ 職 業適性 検査

(学 習 した 了2.3%)

力 量二級 学校 調べ ・高等 学校 ・… …・

(学 習 した951%〉

キ ト級 学校 調べ ・高等 専門学 校 …

(学 習 した77.5%)

ク 【=級学校調 べ ・専修 学校 …・…

(学 習 した 了9.4%)

ケL級 学校訪 問

(学 習 したRO.9%)

コ これ か らの 進路 で不安 が あります か。 あ る(85.z%)な い(ta.a%)

サ 「あ る」 と答え た,,徒 の不 安(複 数回 答.数 殖は%)

(ア}成績の こ と(61.9)〔fl勉 強 の仕方 の こと(45D㈲ 健康 の こと(117)

(1)進 路の 経済的 な こと(7.1)㈲ 進路で 家の 人と意 見が 合わな い こと(R.21

(AIど のよ うな進 路 を選ん だら良 いか 迷って いる こと(22.3)(#1そ の他(6,0)

シ 進学 の 目的(複 数 回 答、数 笛は%)

171教 養を 高めた いか ら(zi.7)〔n大 学 へ進 みた いか ら(34.8)

1ｧ1将 来の 仕事 に役 立つ知識 ・技 術 を身につ けた いか ら(32.D

Isl高 校な ど出た 方が 就職 に有利 だ と思 うか ら(29,3)Idl先 生が勧 め るか ら(1,u

伽 両 親な ど家族 の者が 勧め るか ら(3.3)(キ)友 人や 先輩 が勧 めるか ら(1.D

桝 み んな が行 くか ら(8.2)(YIた だなん とな くと りあえ ず(14.7)口1そ の他(13.6)

中学 校189名 第3学 年

字(%)は 「学 習 した牛徒 」を100%と した数 値)
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ウ 生 徒 の感 想

・高 校 や上 級 学 校 の こ とを聞 いて 、 そ ろ そ ろ本

気 で 進 路 につ いて 考 え な い とい け な い と思 っ

た。(男 子)

・い ろ い ろ な高 校 の こ とを調 べ て参 考 に な った。

お金 の こ とは大切 な問題 なので調べ てよか った。

大 学 に つ い て の発 表 もあ って高 校 後 の こ と も

少 し考 え な くて は い け な い な と思 う。(女 子)

・まだまだ中3と い う自覚 があま りな くて進路 とか

受験 とかあま りピ ンとこないけ ど今 回の発 表で少

(実践後 のア ンケー ト)

1ク ラスや既でm,し て不安や悩みをのりきって

取 り総んでいこうと思うようになりましたか.

意欲を持って自分の目標を実現していこうとい

し自覚 が出て きた と思 う。高 校 にはその学 校独 自の ものが あることがよ くわか った。(男 子)

・成 績 の レベ ル だ け で学 校 を探 す こ と は良 くな い こ とが わ か っ た。 自分 が 考 え て い る学 校

の特 徴 を もっ とよ く調 べ て い こ うと思 う。 学 校 を選 ぶ こ と は勉 強 と同 じ く らい大 切 で そ

の 上 とて も大 変 だ と思 う。 これ か ら も っと もっ と受 験 につ いて 考 え て い き た い。(女 子)

・わ か らなか った こ とが わ か ったの で 、 この企 画 は成 功 だ と思 う。 で もまだ まだ 高 校 にっ

いて の 知 識 は不 十 分 だ と思 うので 、 も っ と積 極 的 に調 べ て い き た い。(女 予)

・み ん な で 協 力 して 進 路 にっ いて の調 査 が で きた。 楽 し く学 べ た ので よか っ た と思 う。 最

後 に はみん な の発 表 がす ご くよ くで きて い た。進 路選択 に大 いに役立 った と思 う。(男 子)

③ 研 究 の ま と め と今 後 の課 題

ア ま と め

Oり 不 安 や悩 み を も って い るの は 自分 だ け で は な い こ とが わ か った生 徒 が92%お り、 ク

ラス や班 で 協 力 して、 不 安 や悩 み を解 決 して い こ う とす る気 持 ち に な った生 徒 が86%

に達 した ことで 、 問 題 の共 有 化 が 図 れ た と考 え られ る。

(イ)ア ンケ ー ト調 査 を利 用 す る こ とに よ り生 徒 が 自 ら課題 を 見 っ け、 興 味 を も って取 り

組 み、 進路 とい う もの はい ろい ろ な方 向 や考 え方 が あ るこ とを理 解 させ る こ とがで きた。

(ウ)生 徒 は 自分 た ち の調 査 研 究 や 発表 会 に満 足 し、成 績 だ けで進 路 を選 ん で は い けな い

と考 え る生 徒 が で て きた の は、 視 野 を広 げ る き っか け とな り、 大 きな成 果 で あ る。

イ 今 後 の課 題

げ〉 自分 た ち が何 に興 味 ・関心 また は不 安 が あ り調 査 研 究 を したの か 、 発 表 前 に は っき

りさ せ、 調 査 後 意 識 が ど う変 わ った の か を 発 表 させ る と、 自分 た ちの研 究 の成 果 が 明

らか に な る と と もに 、 ク ラ スの 他 の 生 徒 との 問 題 の共 有 化 が 一 層 図 れ る。

(イ)ク ラ ス発 表 の方 法 や 内容 にっ いて で き るだ け生 徒 自身 に考 え させ 、 活 動 させ る こ と

を 目的 と した た め 、教 師 側 か らの 援 助 を 最 小 限 に と ど め た。 そ の結 果 、 内 容 を十 分 に

深 め る こ とが で きな か っ た。

(ウ)進 路 指 導 、 学 校 行 事 な ど との 兼 ね 合 い を考 え なが ら、 学 級 活 動 の年 間 指 導 計 画 を 立

て無 理 な く計 画 的 に 生 徒 が 活 動 で き る よ うにす る。

国 進 路 一進 学 と考 え る生 徒 が 多 い現 状 をふ ま え て、3年 間 を見 通 した幅 広 い進 路 指 導

計 画 を た て る必 要 が あ る。
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実践 例② 「劇 を取 り入れ た進路学習」

〔本研究 のね らい〕

本 研究 の主題 に迫 るアプ ローチの一 っ と して、「劇 によ る学級活動 の展 開」を試み た。

劇 は、高校進学を め ぐる家族会議 の場面 を設 定 した。 劇を通 して成績 による一元 的かつ受

動 的な進路選択 の姿勢 を、多面的 な話 し合 いを深 め ることによって、主体的、能動 的な姿勢

に転換 させ ることをね らいと した。 また、活動 の展 開 にっ いて の話 し合 いや、劇 の登場人 物

や司会の分担、劇の練習 などを学級活動委員会 で分担 し、協 力 して行 うことで、学習 に積極

的に取 り組 ませ る意欲 を高 める。

① 指導 計画

ア 題材名 第二学 年 「進路選択 の目的 と条件」

イ 題材設定 の理由

今 日、多 くの生徒が、「ただなん とな くJ「 みんなが行 くか ら」 「親 が行 きな さい とい

うか ら」等 々の理由で進 路を選択 し、 その進路 も成績 によ る二 元的 な高校選択 に陥 って

い るのが実情 であ る。

そ こで、二年生 の比較 的時問 に余裕 のある時期 に、広 い視野 で 自分 の夢 の実現や将 来

の生 き方 を考 えて いこうという姿勢 をっ くり、 これか らの学校生 活や進路学習 に対 して

意欲 を もって取 り組 むための動機付 けとなる ことをね らい と して、 本題材 を設定 した。

ウ 指導 のね らい

事例 にっていの話 し合 いを通 し、次の ことに関 す る意 識、 意欲 を高め る。

a将 来 を見通 した進路選択 を意識 させ る。

b進 路選択 の条件 を考 え させ る。

c進 路学習 に意欲 的に取 り組 む姿勢 を もたせ る。

工 活動 テーマ

「進路 の選択 で大切 な ことを考え よう!」

オ 活動 のね らい

自分 の夢 と進路希望 の実現 に向 けて、 どのよ うな考 え方 や条件 があ るかを考え る視野

と態度を身 に付 ける。

力 指導計画(第 二学年)

a職 場 体験学習(第1学 期～第2学 期)

b進 路選 択の 目的 と条件(第2学 期)

cヒ 級学 校調べ、 上級学校訪問(第2学 期 ～第3学 期)

ク 事前 の指 導 と生 徒(学 級活動委員)の 活動

a題 材 の理解 学級活 動委員会 において、劇 によ る活動展開 につ いての教師 の話 を聞

き、話 し合 う。

b劇 の 練 習 学級活動委員 で役割 を分担 し、練 習 をす る。

c司 会 の指導 活動 の展 開 と討論の進 め方 につ いて、 話 し合 う。
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ケ 本時 の活動

活 動 の ね ら い 活 動 内 容 教師の支援、留意点等 評 価

活 ・題材の理解 ・教 師の話 を聞 く ・話 は簡潔 に ・ね らいが理解 で きたか

動
開
始

・活動のね らいの

把握

・学級活動委員から本時の流れを聞

く

・個人 カー ドを配布

す る

(個 人 カー ド・発問)

1.劇 の鑑賞 ・素早 く指示 し、準 ・集中 して鑑賞できたか

・会場 づ くり 備をする ・劇の内容が理解で きたか

活
・劇を見 る

2.討 論(→ 発表) ・司会の生徒に適時
(発問)
・自分の意見をまとめたか

「なぜ、母親の気持ちを考えてみ 助言する (机間指導)
動 ・進路の目的や条 よう」 ・個人 カー ドに記録

件にっいて考え *母 親、父親、姉のそれぞれの気持 させ る

の る ちを考える ・班の話 し合いに積極的に

(一 人 一人が考 え、班 でまとめる)
・適時、班長 に助言 参加できたか

展
・発表 話 し合いの結果をまとめて する (机 間指導 ・個人 カー ド)

発表する

3.討 論(→ 板書) ・自分の意見をまとめたか

開 「進路の選択で大切なことは何か (机間指導)

を考えてみよう」 ・他の人の意見を理解でき

(一 人 一人 が考 え、班でまとめる) たか(個 人 カー ド)

活
動

・進路選択の条件

の確認
・今後への発展

1.「 進 路 の選択 で 大切 な ことを ま

とめよ う」

(司 会が まとめ る)

・板書された班の意

見を活用する

・本時で学んだことを今後

の生活に生か していこう

という気持ちが持てたか
の

ま
2.教 師の話を聞 く (個 人 カー ド)

と
(進路選択は、広い視野に立ち、

め
主体的に行うことの大切さを教え

る)

〈劇のあらす じ〉

登場人物

・祐一

・優 子

・父親

・母親

中学2年 生 、のん び り屋

高校2年 生 、優等 生

サ ラ リーマ ン

PTAの 委員を して いる

一一「

2学 期 の ある日、担任 の先生 か ら、将来 の進路

について、家族で よ く話 し合 ってお くよ うに との

話 があ った。

数 日た ったある 日、母親 か ら、必 ず普通 高校 に

行 くように勧 め られ るが、祐一 は農業 高校 へ進学

を考えて いる。 しか し、母親 になかなか納 得 して

もらえ ない。

コ 事後 の指導 と生徒の活動

その 日の夜、父親 も含 めて の家族会議 とな る。

「将 来 のために普通高校 が一番」 とい う母親 、「自

分の後悔か ら、将来 の職業 をよ く考 えて決 め た方

が いい」 とい う姉、「自分 の生 きた い よ うに しな

さい」 とい う父親 と祐一 を交 え た家族会議が展開

す る。

〈写真 劇 の風景(祐 一 と母親 の会話)〉

陰轟,

a学 級活動委 員会で、成果の確認 と今後 の活動 について話 し合 いをす る。

b進 路 に関す る悩みや相談が気軽 にで きるよ うな環境 をっ くりあげる。
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② 生徒 の活動 の経過(授 業 内)

〈生徒の意見〉

父

の

立

場

母

の

立

場

姉

の

立

場

・勉強ばか りで疲れ きって しま って夢 を も

っ ことを忘れて ほ しくない

・自分の将来だか ら祐一 の考 えに任 せてあ

げ たい

・普通科 の高校へ行 って将来大学 に行 って

ほ しい

・よ い学 歴を身 に付 けて ほ しい

・周 りのみんな と同 じよ うに して普通 の人

生 を歩 んで ほ しい

・成績だけで高校を選択 して今では後悔 し

ているので、将来のこととか高校の内容

をよく調べて、楽 しい高校生活を送 って

ほ しい

号
く進路の選択で大切なこと(黒 板より)〉

・あま り人 の意 見に流 されず 自分 の考 えを大切

にす ること

・自分 の思 った とお りに生 きる こと。親 や兄弟

などの経験者 の意 見を参考 にす る こと

・自分 のや りたい ことが何 な のか しっか り考 え

る こと

・自分 や りたい ことが実 際 に実現で きるか を現

実的 に見 ること

学 級Y動 個 人 カ ー ド

3.

2_組__口
進mを 考えた とき、君 たちの 巾に は、 「まだ まだ、 先の譜 だよ.jrま だ、

何に も考 えていない。J「 とにか く、高 校進学 だから…」 などいろい ろな気時

ちや考 えがあ るこ とで し ょう.今 日 のiSで は、連 い将来の ことを窟識 した選

路をいつ もとは違 った方 法で考 えてみた いとmい ます 。

i、 今 日の学 習のテー マは?

C
2,み ん なで考え ることは、何?

〔
)を 考 えてみよ う.

〈 自分 の考え〉

4.3に つ いて、班 で まとめ てみよ う.(班 会鐡 哺班長発衷)

〈班の まとめ〉

s,

考 えてみ よう.(班 会繕ゆ 班長板轡)

〈自分の考え〉

」

、
〈他の人の考え〉

6、 自己評価Ar,LC1らB驚 銑敏尉6CkigfてCtら4PDtTL1ら 静

①今 日の学 習内容は、 よ くわか り ましたゐA

② 自分 の将 来について、 改めて考 えるこ とがで きま したカ.A

③ 自分 の慰見を持つ ことがで きま したゐA

綴雛器麗養鶴譲農畿 駕'… …'会

翻 麟 繍 灘 襟 讐 鐙'ナますカAA
7、:1日 の進路学 習の感想

O

D

D

D

D

D

D

C

C

C

C

C

C

C

B

B

R
暫
B

B

B

B

〈司会の まとめ〉

現実を よ く考えて、 自分 の考 えを大切 に して後悔す る ことのないよ うにす

ることが大切で ある

③ 評価

④

ア

イ

ア

将来を見通 した進路選択 の大切 さを理解 す ることがで きたか。

意欲的 に授業 に参加 す ることがで きたか。

授 業実践 による成果 と生徒 の変容

学級 全体 にっ いて

この授業をお こな うに当た って、 生徒 の進路 に対す る意識 を、

① 「将 来 な りた い職 業 を決 め て い る生 徒 」

② 「将 来 な りた い職 業 を考 え て は い るが 、 まだ 悩 ん で い る生 徒 」

③ 「将 来 の こ と は考 え て い な い生 徒 」

に分 類 した。

そ の ヒで、 そ れ ぞ れ の 意 識 を もっ 生 徒 に つ い て そ の 変 容 を と らえ て み た。 そ の 際 に、 生

徒 の ワー ク シー トの質 問5(進 路 の選 択 で 大 切 な こ と は何 か を 考 え て み よ う)と 質 問7

(今 日の進 路 学 習 の感 想),ア ンケ ー ト⑥(今 日の学 習 を これ か らの 学 習 に生 か して い け ま
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すか)と ⑦(今 日の進路学習 は楽 しか ったですか)で 研究の成果を検証 した。

生 徒 の 状 況 考 察

① 「将来なりたい職業を ・質 問項 目5を 見 る限 りにお いて、進路選択 にっ いて将来 を考え た もの と

決めている生徒」 して とらえてい る生徒 は少な い

・今 回の進路学 習で、 自分が考えて いる将来 にっ いて、夢 や希望 などを も

う一度周 りの人の意見 も参考にして考え直 してみようという姿勢がでて

きてい る

・劇の中に登場する主人公の悩みが自分のものとして受け止められたので

はないか と思われ る

② 「将来なりたい職業を ・進 路選択 にお いて大切 な ことの中 に自分 の意見 を しっか りもつ ことが 大

考 えて はいるが、 まだ 切だと記入 している生徒が多い

悩んでいる生徒」 ・ 「と りあえず高校 に行 ってか ら考 えよ う」 と考 えている生徒 の中に 「自

分 の夢」「自分 のや りたい こと」「将来 の こと」 とい うキー ワー ドを書 い

ている生徒が出て きている

・中学卒業後、高校に進学するに しても 「自分が何のために高校に行 くの

か』 を常 に考 えてお くことは必要 であ り、動機付 けにはな った

③ 「将来のことは考えて ・今回 の学習 に自分 の意見 を もって班会議 に参加 してい るのが個入 カー ド

いない生徒」 か ら分かる

・ 「自分 のや りたい ことは何 か』「自分 にあ ってい る ことは い ったい何 な

のか」 とい う段階か ら考 えてい こうとす る姿勢 が出て きた

⑥ 今 日の学 習 を これ か らの学 習 に生 か して い け ま す か。(肯 定 的 回 答95%)

⑦ 今 日の進 路 学 習 は楽 しか った で す か。(楽 しか っ た と の回 答92%)

以Lの ⑥,⑦ の結 果 に よ り、 今 回 の事 例 は、 進 路 に 対 して何 か し ら考 え る き っか けを 与え

た と同時 に生 徒 の意 欲 や積 極 さ を呼 び起 こ して い る。

イ 学 級 活 動 委 員 会 に っ い て の考 察

授 業 の 前後 に学 級 活 動 委 員 会 の生 徒 が 自己評 価(5段 階)を 行 った。

蹴 灘畿∴ ぞ驚翻
る活動 を考えてみたい 活動後4.2

〔学級 活動 委員会 におけ る生徒 の感想〕

瞳 糠∴藤=綻　 ∴
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ウ 研 究 の成 果 鰐

切 今 回 の 「劇 化 の 事 例 と討 論 の形 態 」 は、 一 人 一 人 の生 徒 の進 路 選 択 の意 識 形 成 に結

び っ くもの で あ る。

(イ)生 徒 の 積 極 的 な姿勢 を つ く らせ る た め に、 学 級 集 団 の興 味 ・関 心 や体 験 を 十 分 考 慮

して、 学 級 活 動 委 員 会 の 主体 的 な活 動 の もち方 や討 論 の仕 方 を工 夫 す る こ とが 、 大 切

で あ る。

工 課題

(ア)劇 の シナ リオを 学 級 活 動 委 員 会 の メ ンバ ー に再 検 討 させ、 生 徒 に と って よ り身 近 な

問題 に近 づ けて い け る よ うな工 夫 をす る。

α)劇 後 の 意 見 交 換 の 時 間 を確 保 し、 一 人 一 人 の生 徒 の課 題 を整 理 し、 考 え を 深 め る こ

とが大 切 で あ る。

3研 究 のま とめと今後 の課題

本研究 のね らい は、成績 による一元的 な進路選択 や知識 ・情報 の理解、習得 を中心 と した受

動 的な進路学習 を改善 し、生徒一人一人が 自己の進路 にっ いて 口的意識 を もち、主体 的 に生 き

方 を考 え、 自己実現 を図 って い く生徒 を育て る学級活動 の工夫、及 びそのための教 師の指導 ・

支援 の在 り方 を明 らか にす ることで ある。

(1)研 究 の ま と め

① ア ンケ ー ト調 査 か ら生徒 は成 績 に よ る進 路 選 択 を考 え て い る反 面、 自己 の生 き方 につ い

て 高 い 関心 を も って い る こ と も明 らか に な った。

② ア ンケ ー ト調 査 を生 か した 進 路 学 習 で は、 生 徒 は 自 らの課 題 を見 っ け 、 意欲 的 か っ 真 剣

な姿 勢 で活 動 に取 り組 む こ とが で き た。 この こ とは、 進 路 に 関 す る不 安 や 悩 み に っ い て 、

課 題 を学 級 の集 団活 動 を通 して 共 有 し、 そ の解 決 を図 ろ う とす る気 持 ち を もっ こ とが で き

た と言 え る。

③ 劇 を取 り入 れ た進 路 学 習 で は、 生 徒 一 人 一 人 は劇 に興 味 を示 し、 学 級 で の積 極 的 て 討 論

を通 して、 進 路 にっ いて の 目的 意 識 を もち、 自 己実 現 を 図 って い くこ とへ の理解 を深 め た。

ま た、 これ か ら も生 徒 が 中 心 と な って 活 動 す る学 級 活 動 を企 画 して み たい との意 識 を高 め、

今 後 の学 級 活 動 の 発 展 に結 びっ い た。

(2>今 後 の課 題

① 学 級 の生 徒 の実 態 に応 じて 、 ア ンケ ー ト、 劇 、 デ ィベ ー ト、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッシ ョ ンな

ど、 生 徒 の興 味、 関心 を 高 め る学 級 活 動 の 形 態 お よ び展 開 を、 生 徒 と と も に考 え て 行 く こ

と が大 切 で あ る。

② 生 徒 の主 体 的 な活 動 を推 進 す る た め に は、 活 動 の形 態 の1二夫 と と もに 、 具 体 的 な 活 動 を

生 徒 の主 体 性 に任 せ るよ うな 教 師 の 意 図 的 、 計 画 的 な指 導 が大 切 で あ る。

③ 生 徒 の興 味 、 関 心 や不 安 、悩 み な どを 的 確 に把 握 し、 学 級 活 動 の年 間指 導 計 画を作 成 し、

そ れ を基 に し、 生 徒 の主 体 性 を 尊 重 した進 路 の学 習 を継 続 して実 践 す る こ とが重 要 で あ る。
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皿 第2分 科会

副主題 「生徒一人一人の委員会活動 への意欲 を高 める活動 と評価 の工 夫」

1副 主題設定の理由

生徒会活動 は、生徒一人一人が活動 に関心 と意欲 を もち、 自発的 ・自主的 に生 き生 きと活動

を展開で きる ことが望 ま しい。

しか し、実 際の活動 においては、生徒 の生徒会活動 に対す る関心 ・意欲 が必 ず しも高 い とは

言 えない。 その理 由の一 っ と して、生徒同士が お互 いの活動 を評価 し認 め合 うことがな く、生

徒会活動 に期待 し、意欲 を もって取 り組 む生徒 には、成就感 を味 わえず取組 みが消極 的で受 け

身にな って しまうことが多 く見 られ る。

そ こで、本分科会で は生徒一人一人 の委員会活動 に対 す る意識 ・関心を高め、 さ らに生徒が

相互 にそれぞれ の活動を認 め、励 ま し合え るよ うな評価を工夫す ることによ り、意欲を もって

委員会活動 に取 り組 めるで あろ うと考え、本副主題 を設定 した。

2研 究の 内容

(1)研 究構想図

主 題

主体的に考え、判断し、行動できる生徒を育てる特別活動の指導の工夫

生 徒 の 実 態

・や らされて いるという意識

・活動 への魅力を感 じられな い

・地道 な活動を好 まない

・塾 や クラブ活動 との兼ね合 い

教師側の現状と課題

・教師間の生徒会への意識の差が大 きい

・生徒の活動を評価 していない

・活動時間の確保が難 しい

・生徒の新 しい取組みには消極的

主

生徒一人一人の委員会活動への意欲を高める活動 と評価の工夫

仮 説

委員会活動への意識、関心を高める取組を工夫 し、さらに生徒相互のプラス評価をする

ことにより生徒の委員会活動への意欲が高まるであろう

研 究 内容 ・方 法
(1)研 究構想図

(2)実 態調査

(3)意 識、関心を高めるための工夫

ア 活動の実践例 ・朝礼などの集会を利用 した活動 ・壁新聞の活用

・放送活動を中心 として ・生徒会新聞と壁新聞の活用

相互評価の工夫 「感謝の言葉」 「感謝の木」

研究のまとめと今後の課題
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(2)委 員会 活動への意識 ・関心を高め る活動 と評価の工夫

一般生徒 は
、委員会活 動 につ いて、 どのよ うな活動 を してい るか よ く知 らないことも多い。

そ こで、① 生徒一人一人 の委員会活動へ の意識 ・関心 を高 め るには、各委員会 に活動 内容 を

見直 した り、その内容 のPRを 行 うなどの点 で工夫 を行 い、委員会活 動 に 目を向 け させ る。

その後、②一般生徒 を対 象 と して各委員会 の活動 に対 して感謝 の言葉(よ い面 を評価 して も

らう方法)を 書 く。 そ して、③各委員会 に感謝 の言葉 を返 す ことによ り、活動者 は満足感 ・

成就感 を高 め、 さ らに一 般生徒 に も自分 も活動 に参加 したい とい う気持 ちが生 まれ るように

す る。

これ ら一連 の活動 が委 員会活動 の活性化 にっなが るであろ うと考 え実践 した。

1回 目と2回 目の意識 調査 を通 して、生徒 の意識 の変容 を調査 した。

実践研究の流れ

ノ

第1回 意識調査

号
各 委 員 会 に よ るPR活 動 ●朝礼などの集会を利用 した活動

●壁新聞の活用

●放送活動を中心 として

●生徒会新聞と壁新聞の活用号 置

各委員会の活動に対する評価

.......

.......

.......

.感謝の諜=「
u

号

評価を まとめ、一般生徒 に知

らせ る

Il
●新 聞 ●壁 新 聞

1

号
陣2回 意謙 一 「憲翻 査か ら生徒の鰍 の変容欄 べる

1一
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(3)研 究 内容 と結果

ア 取組 みの内容 と調査結果 の特徴

各委員会 の活動 内容 を一般生徒 に知 らせ る 「広報活動」 を行 った。その広報活動 として、

朝礼 などの集会 の利用、放送 の利用、生徒会新聞、掲示板 の活用等、学校 の実情 に合わせ

て 内容 を選択 し取 り組 んだ。 その各校 の取組 み内容 とその結果 か ら読 み取 れ る傾向を まと

めるとア 「取組 み内容 と調査結果 の特徴」 の一覧表 のよ うになる。

学校1取 組 み 内 容 調 査 結 果 の 特 徴

A 集会 ・生徒会新聞

相互評価

(感謝の言葉)

生徒会新聞、朝会などの活動を通 じて委員会活動への必要性 について、

関心が高まった。 この結果を今後の各委員会活動の活性化へつなげていき

たい。

B 壁新聞 ・集会

相互評価

(感謝の言葉)

関心 ・理解 については、壁新聞 によ るPRの 効果 が見 られた。 しか し、

必要性 ・委員へ の意欲が ダウ ンしてお り、特 に3年 生 の消極 的な考えが 目

立つ。

C 放送

相互評価

(感謝の言葉)

「関心を高める活動の1二夫』や 「評価活動のL夫 」 といった取組みの成

果が顕著であり生徒の意識における大 きな変容の姿を見ることができる。

D 生徒会新聞 ・壁新聞

放送.相 互評価

(感謝の言葉 ・木)

理解度 は、 どの学年 につ いて も大 きく上 が ってお り、生徒会新聞 ・壁新

聞 によるPR効 果が大 き く表れ た。学年 によ り、多少 の差 はあ るが、 「や

りが いがあ り」「内容が は っきりして いる」委員会 に入 りた い とい う生徒

が増え て きて い る。

E 放送 ・壁新聞

相互評価

(感謝の言葉 ・木)

委員会の活動内容を知ることにより、委員会に対す る必要性 ・活動状況

の把握等、生徒の意識に良い傾向の変化が見 られた。特に、1年 生では活

動内容の理解度が増す ことにより、委員会活動への意欲が著しく向Lし た。

イ 「感 謝 の 言 葉 」 「感 謝 の木 」 の工 夫

日常 の 委 員 会 活 動 に対 す る生 徒 相 互 の プ ラスの 評 価 を 「感 謝 の 言葉 」 や 「感 謝 の木 」 と

して ま と め た。((5)評 価 の工 夫 と実 践 例 参 照)

ウ 委 員 会 活 動 へ の 意 識 に関 す る調 査

委 員 会 活 動 の現 状 を っ か み 、取 組 み を 通 して どの よ うに生 徒 の委 員 会 に対 す る意 識(必

要性 ・関 心 度 ・理解 ・活 動 状 況 の 把 握 ・意 欲 ・協 力 性)が 変 容 したか を、 取 組 み の 前後 で

の意 識 調 査 の一 部 を ま と め た。(調 査 内容 とグ ラフ参 照)

〈 意 識 調 査 結 果(E中 の 例;全 学 年 対 象)〉

[調 査 内容]

ユ.あ な た は、学 校 生 活 を よ り良 くす る ため に、生 徒 会 や 委員 会 活 動 が 必 要 だ と思 い ます か 。

ア.絶 対 に必 要 だ と思 う。
0102030405060708090100(%)

イ.あ る程 度 必 要 だ と思 う。

・,あ まり必要だと思わない.1回 目 穣 羅 難ll羅 …ll………羅iilli…ili…i………i…………………………1………ヨ ・

x .必 要 で は な い 。1

[生 徒 の醐 ・回目 縁 ………………1…………………………灘 羅 …………………………………難 ……………………　…………:i:i・

①生徒会や委員会 は学校生活 において必要1

16-一



▼

な もの だ か ら、 み ん な積 極 的 に参 加 して欲 しい 。

e自 分 が や るな らいや だ け ど、 委 員 の人 達 は応 援 した い と思 う。

2.あ な た は、 生 徒 会 や 委 員 会 活 動 に 関心 を も って い ます か。

ア.と て も関心 を も って い る。

イ.多 少 関 心 を も って い る。

ウ.あ ま り関 心 を も って い な い。

エ .全 く関 心 を も って いな い。

[生 徒 の意 見]

1回 目

㊥……前向きな意見

e… …消極的な意見

0102030405060708090 100(%)

工

・回目 曜 …………………………………………………………………………………雛垂灘 欝 三 璽]]・

　

㊦委 員 会 は、 一 生 懸 命 や る こ とに よ って 、 い ろ い ろ と興 味 が わ い た り、 仕 事 に積 極 的 に な った

りす る と思 い ます 。

㊦ 最 近 、 興 味 が わ いて きま した。 私 も少 しず っ 協 力 して い き た い と思 い ます 。

㊤ や りた い人 が や れ ば い い と思 う。 義 務 と い う意 識 よ り、 楽 しい と感 じる こ との 方 が 多 い。

3.あ な た は、生 徒 会 や 委 員 会 が どの よ うな活 動 を して い るか 知 って い ま す か。

ア・ 良 く知 って い る・0102030405060708090100(%)

イ.あ る程 度 知 って い る。

ウ.あ ま り知 らな い。

エ .全 く知 らな い。

[生 徒 の意 見]

1回 目

2回 目

① 学 校 生 活 で とて も重 要 な活 動 な ので 続 け た方 が よ い と思 う。

㊤ い ろ い ろ な委 員 会 が あ って 、 一 っ 一 つ の仕 事 に責 任 を も って や って い けれ ば い い と思 う。

O一 部 の委 員 会 しか活 発 じゃな い と思 うので 、 そ こを も う少 し考 え た 方 が よ い。

4.① あ な た は、 委 員 会 の委 員 に な りた いで す か。(現 委 員 は次 期 につ い て)

ア.積 極 的 に な り た い 。

イ.出 来 れ ば な り た い 。

ウ.あ ま り な り た く な い 。

エ.絶 対 に な り た く な い 。

1回 目

2回 目② 委 員 会
に入 りた い理 由 は何 で すか。

(2っ 以 上 選 ん で もよ い)

ア.忙 し くて も仕 事 にや りが いが あ るか ら。

イ.活 動 に魅 力 が あ って 楽 しい か ら。

ウ.仕 事 の 内容 が は っ き り して い るか ら。

エ.活 動 が少 な く、 仕 事 が 楽 だ か ら。

オ.成 績 が 良 くな る と思 った か ら。

カ.そ の 他

[生 徒 の意 見]

0102030405060708090

ア

イ

ウ

工

オ

カ

0 10 20 30

工

工

100(%}

40(%)
1畠 ■

i

/////////000000/一
i

///////%///////.

21回 目:上

2回 目:下

コ

㊦ 私 は、 今 ま で い くっ か の 委 員 会 を や って き た け ど、 どれ も学 校 の た め に 役 立 っ もの だ った の

で や りが い が あ る と思 っ た。

㊤ 放 課 後 残 らず に、 休 み 時 間 に活 動 す るな らや って み た か っ た。
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0別 にす ご くや りた か った わ けで もな か った け ど、 多 数 決 で決 ま って しま った。

Li置査題 か らの分析と傾向及び考察

調 査 結 果 か ら、 広 報 活 動 を通 して 生 徒 の委 員 会 に対 す る意 識 が必 要性(1)、 関心 度(2)、 理 解 度

(3)、意 欲 ・協 力性(4)共 に 向 ヒして お り、 委 員会 活 動 の活 動 内容 を一 般 生 徒 に知 らせ る こ と が 、

委 員 会 活 動 を進 め て い く上 で 大 切 で あ る こ とが理 解 で き る。

よ い結 果 に結 びつ いた 要 因 と して次 の よ うな こ とが 考 え られ る。

㈲ 委 員 会 の 活 動 内 容 を明 確 に した こ と。

(-r)生 徒 会 新 聞 や 校 内 放 送 等 の広 報 活 動 を 利 用 した こ と。

(ウ)委 員 会 の活 動 内 容 や委 員 会 へ の要 望 を 一 般 生 徒 に知 らせ る こと に よ り、 全 校 生 徒 に一 体

感 を もたせ る こ とが で きた。

国 意 識 調 査 が、 「私 た ち の」 委 員 会 活 動 で あ る とい う意識 を もた せ る き っか け と な った。

しか し、 そ の反 面、 意 識 調 査1の 必 要 感 ・2の 関 心 度 ・3の 理 解 度 の質 問 に対 し、 エの 回 答

「関心 な し」 な ど意 識 の低 い回 答 が増 え た。 そ の 理 由 と して 次 の こ とが 考 え られ る。

(ア)前 期 に は委員 会 活 動 に参 加 して い た が、 後 期 は参 加 して い な い生 徒 が い るた あ参 画 意 識

の低 下 に つ な が って しま っ た。

α)3年 生 は、 目標 が 進 路 に向 け られ、 委 員 会 へ の 関心 が 薄 くな った。

(ウ)活 動 内 容 が は っ き り した こ とに よ り、 委 員 会 活 動 に魅 力 を感 じな くな った 。

(4)委 員会活動への意識、関心 を高 めるための活動 の実践例

〈実践例1:A中 朝礼 などの集会 を利用 した活動 〉

① 活動 のね らい

ア 各委員会 か ら活動 について呼びか けを し、一般生徒 の興味 ・関心 を高 め る。

イ 生徒 自身 の手で会 を運営 す ることによ り、生徒会役員 ・各委員長 の 自覚 を高 める。

② 活動計画

・今 月の各専門委員会 での協議 内容 の確認、各 専門委 員会 への要望等 の

検 討。

・前 月の反省及 び今 月の活動計画 の協議。一般 生徒への呼 びか け内容 の

検討。

・各委員会 で話 し合 った内容 の確 認及 び集会で呼 びか け る内容 の確 認。

生 徒 会 朝 会 ・生 徒 会 役 員 の 司会 で 、各 委 員 長 が 一 般 生 徒 へ活 動 につ い て呼 びか ける。

③ 活 動 に対 す る評 価

この活 動 に よ り各 委 員 長 の 自覚 、 責 任 感 が 高 ま った と思 わ れ る。 ま た、 生 徒 同 十 の 呼 び

か け の た め、 『や らさ れ て い る』 と い う意 識 か ら 『協 力 しよ う』 とい う雰 囲気 が 少 しず っ

芽 生 えて きた。 今 後 も活 動 に 工 夫 を 加 え 、 マ ンネ リ化 しな い よ うに注 意 す る。

④ 生 徒 の感 想

・全 校 生 徒 の前 に立 つ の で責 任 の 重 さ を感 じ る。

・友 達 が頑 張 って い るの で 協 力 しよ うと思 う。
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〈実践 例2:B中 壁新聞 の活 用〉

① 活動の ね らい

委員会 の活動 に対 す る意識 ・関心 を高め ることを目的 として、一般 生徒 に普段 の活動 の

様 子 をPRす る。一般生徒 が 目に しやす い廊 下を利用 し、各 委員 会の活動 を壁新聞 に して

掲 示す る。

② 活動計画

各委員会 の活動 内容を生 徒会で集約 し、壁新聞 を作成 してPR活 動 を行 う。

辰 徒.

一 「壁新 聞」 の 取 組 み 一

各委員会

(中央委員会)

諏 雑 霜[◇麹 露

各 委 員 会 の

活動内容の集約

壁新聞の作成

壁新聞の掲示

繍羅厩羅 属
鰭 繍讐鰺

せ ヴき

難擁}

讃撫

、灘

生徒の感想

難轡

議轍 轟奮瀞 観 ・1
繍鍵塀7

鱗難欝 ド獣 も蝋 食魂 も・制'

黛鍵 婆鷺 輪.壽,

●い ろい ろな委 員会 が け っこ う活動 して い るんだ な と

思 った

●朝早 く、放課後 と委員会 の生徒頑 張 って いますね

●大変 そ うで 自分 にはで きそ うに もな い

③ 本 活動 に対す る評価

この取組 みを通 して、次 の ような一般生徒 の委員会活動 に対 す る意識 ・関心 を高 め る効

果 が得 られ た。

ア 各委員会 の活動 が明確化 された

イ 目立 たない日常 の活動 を一般 生徒 が確認 した

ウ 普 段委員会活動 に関心 を示 さな い生徒 も見 るよ うにな った

工 各委員会 の生徒 の活動 に対 す る意識 ・意欲が高 ま った

本活動 は、後期委員選 出の直前 であ り委員 にな るための心構 え と も関連 して、一般生徒

は、興 味深 く壁新聞 を見 ていた。

整 備美化委員会 は地域清掃 を実施 した り、生 徒会本部 は各委 員会 と協力 して古本 市を実

施 した り して、活動内容 を工夫 して特 に一般生 徒 の関心 を集 めた。
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〈実践例3:C中 『生徒の興味 ・関心 を高 める委員会活動 のエ夫 ～放送活動 を中心 と して』〉

〈活 動 の ね ら い 〉

放送委員会による活動を通 して生徒会 ・委員会活動に対する生徒の興味 ・関心を高め、適切な評価

活動を行えることをねらいとした。

〈前期放送委員会 の取組み〉

生徒会役員より放送活動を中心 として関心を高めるための工夫の取組みと実施計画、中央委員会

内容にっいて説明

呂

放 送 委 員 会 ●番組編成
の 準 備 ●取材担当

当 日(昼)の 放送 活動

●DJ・ 音楽担 当

●編集担 当

与

●オープニ ングテーマの音楽

b

●放送委員(DJ風 に)委 員会委員 長 と対談

『活 動 の 内容 』 「活動 して苦労 した こと』

「みん なにお願 い したい こと』(委 員長)

b

●皆 さんか らのお便 りコー ナー

一般生徒 か ら委員長 への質 問や意見を紹 介

す る

ε

●翌 日に出演 す る委員長 名を紹 介す る

エ ンデ ィングテーマの音楽

各種専門委員会 前期の活動内容を原稿用紙
の 準 備1枚 程度 にまとめておく

〈一般生徒 の感想〉

●各委員会 の活動 が よ くわか りま した。

●給食 時間が楽 しくな りま した。

〈放送委員 の感想〉

●DJ風 に話すのが難 しか った。

●放送 時間内 に うま くまとま らず苦労 した。

〈本活動 に対す る評価〉

●放送委員 会や委員長 などの活動者 は意欲的 に活動 を楽 しみなが ら取 り組 んでいた。

●一般生徒 もラジオ番組風 に とらえ関心 を もち、参加意識が 出て きた。
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〈実践例4:D中 生徒会新聞 と壁新 聞を利 用 した唐動例

一スクールプ ロジェク トの取組 みについて 一〉

① 活動 のね らい

ア 委員会 の諸活動 を、視覚(生 徒会新 聞 と壁 新聞)に 訴 えてPRし 、一般生徒 の委員会

活動 に対 す る興味 ・関心 を高 め る。

イ 生徒会新聞 に載 せ ることによ り、全生徒 に、確実 に、委員会 の活動内容 を伝 える。

ウ 委員会壁新聞 を模造紙 で作成 し、廊下 に掲 示す ることによ り、生徒 に強 く印象付 ける。

② 活動計画

○中央委員会 と生徒会本 部が中心 とな り、委員 会活性化 に向 けて の取組みを 「ス クールプ

ロジェク ト」 と名付 け、約一 ケ月にわた り、生徒 会本部 と協力 して、委員会活動 の内容

を一般生徒 にPRす る活動 を展 開 した。

「委員会 の活動状況」 「1学 期反省」「2学

期 の目標」 を発表(生 徒 会新 聞 ・壁新 聞)

「委員会へ の質問 ・要望」 があれば、職員

室前 の箱 に書 いて入 れ るよ うに生徒会本部

か ら全校生徒 に呼 び掛 け、用紙 も配布する。

「質 問 ・要 望 」 と 「そ の 回 答 」 を 発 表 し、

新 聞 や 放 送 を使 って 発 表 す る。

(生 徒 会 新 聞 ・壁 新 聞 ・放 送)

〈活動 の工夫〉

●生徒会新聞で は委員会 につ いて の特集 を組

み、一般生徒 の意識 に委員会活動 の内容が、

強 く残 るよ うに した。

●壁新聞 は、で きるだけ派手 に し、同 じ物 を

3枚 作 って、各学年 の廊下 に長 い期間 掲示

す るよ うに した。

〈本活動 に対 す る一般生徒 の感想〉

、麟

i灘

たuよ う/、籍li凱
Let'Sス ワ'ル フoロラ}ク ε・=委寮会への管閉 多to_i_

し1二9

ぐ実 〉(衰・更 贈)

軌rど 冨 軒 ヒ,～1・」のビダ伊

,新朋賃欝1馳 ゐア'「解

,躍 勇衰i葺襯 ぽい「

、41撫 蓼概 し1ド殖

・1鴛駕蹴 聯
ゼ`チ,'

縮 宴 〉 【赦 賢朗7
9帥 チ フ1し〃oヌρ払 ク,・ド∫・▼ザゼr

蝋 粥瀬雛 σ,
1鷹 、～墾 、膿.M雨,・

1う ∫)F出 ハ み・～2τ=5あ

曜 日セ"い 椥 乙 ゆ ・・r'}・・巧9

職,1鼎 翻隔
勃 朋↓貝 τF覧「し`o

● 「ス ク ール プ ロ ジ ェ ク ト」 で 色 々 な委 員 会 に関 心 が わ きま した。

●委 員 会 の人 達 が 、 自分 の た めで な く、 学 校 を よ りよ くす るた あ に働 い て くれ て い る こ

とが よ く分 か り ま した。

● 廊 下 の掲 示 を 見 な が ら歩 くの が 好 き な ので 、 こ れ か ら も こん な企 画 を続 けて くだ さい。

③ 本活動 に対 す る評価

本活動 によ り、生徒 の活動 内容 に対す る理解度 はどの学年 において も高 ま ったが、委員

会活動 自体 の活性化 にっいて は、 さ らに継続 した指導 や取組 みが必要 であ る。
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(5)評 価 の 工 夫 と実践 例

ア 委 員 会 活 動 に対 す る関心 を 高 め る た め に様 々 な取 組 み を 実 践 した こ と に よ り、 一 般 の生

徒 の 意 識 ・関心 が 高 ま っ た。 そ こで さ らに、 委 員 会 活 動 に対 して 一 般 の 生 徒 か らの プ ラ ス

の評 価 を感 謝 の気 持 ちを 込 めて 伝 え る こ と に よ り、 委 員 会 活 動 へ の 意 欲 も さ ら に 高 ま り、

委 員 に と って も満 足 度 ・や りが いが 味 わ え る と考 え た。

(資 料1)

委員会活動 への感謝 の言葉

「あ りが とう!お かげで助 か ってい ます!」

委員 会名
1

① 感 謝 の 言 葉1

ミ

生 徒 会

学 級

生 活

⇒

○ 前 期 各 委 員 会 へ の 日頃 活 動 して い る こ

とに対 して、 「あ りが と う!お か げ で

助 か って い ます!」 とい う感 謝 の言 葉

を ク ラス全 員 記 入 させ る。(資 料1)

各 委 員 会 ご とに ま とめ ク ラ ス全 員 に

もどす 。(資 料2)

(資 料2)

感 謝 の 言 葉

★ 日 ごろ学 校 の た め に一 生 懸 命 が ん ば って活 動 して くれ て い る委 員 た ちへ の 、 み ん な か

らの感 謝 の言 葉 で す。

〔生 徒 会 へ〕

・朝 礼 の時 、 司会 進 行 して くれ て ご苦 労 さま。

・いっ も遅 くま で残 って仕 事 を して くれ て ご苦 労 さ まで す。 い ろん な仕 事 で 中 心 とな っ

て や って くれ て助 か って ま す。

〔学 級 委 員 会 へ 〕

・修 学 旅 行 の い ろ い ろ な準 備 を して くれ て あ りが と う。

・ク ラス の 中心 とな り、 ま とめ て くれ て あ りが と う。(大 変 だ っ た と思 う)

〔生 活 委 員 会 へ 〕

・チ ャイ ム着 席 調 べ な ど で、 生 活 が良 くな り助 か った。

・月 目標 の おか げで 、 毎 月 きちん と した生 活 が送 れ るの で助 か って い ます。

〔考 察 〕

○ 「感 謝 の言 葉 」 が 、 一 般 の生 徒 及 び活 動 して い る生 徒 に と って、 大 い に 意 識 ・関 心 を 高

め る プ ラス の評 価 と な った。
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イ 各 ク ラス に お ろ した 「感 謝 の言 葉 」 を掲 示 の仕 方 を ひ と工夫 し、 全校 生 徒 に ア ピー ル

す る こと に よ って、 感 謝 の 言葉 を伝 え 関心 を もた せ る。

写真1「 感謝の木」

で

句

環
総

謝

6
木
無
慧
先

S
答

窒
ん
舞
讐

琉

?
嚢

"
嚢
ぎ

・馨

あ

人
達

へ
の
毒
丸

の
意

藁

の

岬
部

響
㌢
.
冷

管

緊
毒

O繋
会

穏
入
リ
マ
頑

張

.》

く
喰
㍗
"
裏
人
蓮

糠
寄

ん
な
牌
協
ん
な

緯
嚥

鋤

し

》
"
る
か
椥
,
》
も
S
い
裏
く
セ
で
の
ホ
竃
癖
り
馨

し
義

.
馨
餐
.筒

時

麺
迷
雑

勇
審

マ
ん
k
右
、亀
シ

瓢

・撲

略

餐
《的
人
蓮

へ
の
穫

諭

の
熱

鋳

竃
確

か
弟
,

養

盛ソ
養
3
.
も
羅

7
?
い
奪
篤

養

幾

憩
'箏

鞍
ぶ

鳶
蜘聴
垂
磯

簸

饗
筆
弊
で
い
メ

喋
き

誓

漉、キ馨

紺叢

置
匿■匿匿匿回置
匿

写真2「 感謝の木の説明」

「感 謝 の木 」

0花 び ら一 枚 に感 謝 の言 葉 を書 き、 そ れ を木 の ま わ り に貼 る こ と に よ り、 一 本 の大 木 と

な る。(写 真1・2)
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＼
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写真3「 各委員会への感謝の木」

「各委員会 への感謝 の木」

潔 膜 の少ない委殿 も、後廓 も・と葉が繁るよ

繊

麟

,

、麟

、

う にが ん ば って も ら う意 味 で も、 大 き な意 識 付

けの 工夫 と な っ た。(写 真3)

図書 委 員 会 へ の感 謝 の言 葉

・お す す め の本 な ど を、 プ リン トで紹 介 して

くれ るの で 助 か ります 。(3年 女 子)

・昼 休 み な ど、 図 書 室 の開 放 を して くれ て良

か った で す 。(2年 男 子)

・本 の貸 し出 しを して くれ て あ りが と う。

ご くろ う さ ま。(1年 男 子)

ウ 「感 謝 の言 葉」 を 読 ん で 、 一 般 生 徒 に意 識 ・関 心 を高 め て も ら う と 同 時 に 、 前 期 委 員

の 生 徒 に もア ンケ ー トを と り、 委 員 と して の 意欲 や 満 足 度 を調 べ た。(資 料3)
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資 料3

★委員 会の評価 のま とめをみて、前期委員 だ っ

た人 は下 の問いに答 えて くだ さい。

1.委 員会 の評価 のま とめをみて、 あなたの感

想 を書 いて くだ さい。

2.あ なた は、評価 の まとめの感謝 の言葉 をよ

んで、満足 感が得 られま したか。

〔はい ・いいえ〕

3.あ なた は、 ますます委 員会活動 に意欲 がわ

いて きま したか。

〔はい ・いいえ〕

⇒

〔感 想 〕

・みんなか らこんなに感謝 して もらって うれ し

か った。仕 事 は大 変だ った けど、や って いて

よか った。(1年 男子)

・頑張 っているところを口には しな くて も、ちゃ

ん と見ていて くれ る人 がい るとい うことは、

委 員に とって大 きな喜 びと支え にな り、 また

委 員 と しての 自覚 を高め る もの になると思 い

ます。(3年 女子)

・この委員をや って いて とて もよか った。 また

や りた いです。(2年 女子)

◎ 委 員 へ の ア ンケ ー トの結 果 の 考察

① 前 期 委 員 に と って は、 こん な所 まで み ん な は見 て いて くれ たの か と、 ど の生 徒 も満 足 感

が もて た。

② この評 価 活 動 が 、後 期 委 員 会 を 活性 化 す る と と もに、 生 徒 へ の意 識 を高 あ、 関 心 ・意 欲

を 向 上 す る上 で 大 い に役 立 っ た。

3研 究の まとめ と今後の課 題

(1)研 究の まとめ

本研究 は 「委員会活動を知 る活動や、一般生徒か ら委員会へ の 「感謝 の言葉』 を工夫 す る

ことによ り、生徒の委 員会活動への関心 ・意欲が高 まるであろ う。」 とい う仮 説 の もとに進

め た。 具体的 には、「広報活動 の工夫」 と、 「生徒 の委員会活動へ の意 欲 を高 め る相 互評 価、

特 によい面の評価の工夫」 を行 った。 その成果 をまとめる と以下 のよ うにな る。

ア 各委員会の広報活動 を工夫す ることによ り、一般生徒 の委員会 に対す る理 解 が深 ま り、

委員会が学 校生活を よりよ くす るため に必要 な もので あ り、一層関心 を もって協力 しよう

とす る気持 ちを もたせ ることがで きた。

イ 委員会活動の よい面 を評価 し、伝 え る活動 と して 「感謝 の言葉」 を行 うことで、委員 会

の生 徒が満足感を もち、 活動 に積極 的に参加 しよ うとす る意欲が高 ま った。

ウ 委員会活 動の内容 は現 状の ままで も、広報活動、評価活動 を工夫す る ことで、生徒 の委

員会活動 に対す る意欲 が高 まることがわか った。

(2)今 後 の課 題

○ 学 校 週5日 制 へ の移 行 に と もな い 、 いか に生 徒 会 や 委 員 会 の 活 動 時 間 を ど の よ うに 確 保

し、 計 画 的 ・効 率 的 に実 践 して い くか を 、 全 教 員 の 共 通 理 解 ・協 力 の も とに検 討 して い く

こ とが大 切 で あ る。
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